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(57)【要約】
【課題】本発明は、異種の被着材を貼り合わせる用途に
用いることができる粘着シートであって、耐アウトガス
性に優れた粘着シートを提供することを課題とする。
【解決手段】本発明は、アルコキシアルキル基含有（メ
タ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル共重合
体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有する第１の粘
着剤層と、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレ
ートに由来する単位を含むアクリル共重合体を含有し、
活性エネルギー線硬化能を有さない第２の粘着剤層と、
を積層してなる粘着シートに関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル共重合
体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有する第１の粘着剤層と、
　アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル共重合
体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有さない第２の粘着剤層と、を積層してなる粘着
シート。
【請求項２】
　前記第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量をＭｗ１とし、前記
第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量をＭｗ２とした場合、
　Ｍｗ１＜Ｍｗ２であり、かつ、
　Ｍｗ１≦１００万である、請求項１に記載の粘着シート。
【請求項３】
　前記第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体におけるアルコキシアルキル基含有（
メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、前記第１の粘着剤層に含まれるアクリル
共重合体の全質量に対して、５０～９０質量％であり、
　前記第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体におけるアルコキシアルキル基含有（
メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、前記第２の粘着剤層に含まれるアクリル
共重合体の全質量に対して、２０～５０質量％である請求項１又は２に記載の粘着シート
。
【請求項４】
　前記第１の粘着剤層は、粘着剤組成物を半硬化状態とした粘着剤層であり、
　前記粘着剤組成物は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位
を含むアクリル共重合体、架橋剤、分子内に反応性二重結合を２つ以上有する多官能単量
体、分子内に反応性二重結合を１つ有する単官能単量体及び重合開始剤を含有する請求項
１～３のいずれか１項に記載の粘着シート。
【請求項５】
　前記多官能単量体は、１分子内にビスフェノール骨格を有する請求項４に記載の粘着シ
ート。
【請求項６】
　前記第１の粘着剤層の厚みをＰとし、前記第２の粘着剤層の厚みをＱとした場合、Ｑ／
Ｐの値は、１．５以上である請求項１～５のいずれか１項に記載の粘着シート。
【請求項７】
　ポリカーボネート板貼合用である請求項１～６のいずれか１項に記載の粘着シート。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の粘着シートを介して、樹脂板とガラス板を貼合し
た積層体であって、
　前記粘着シートの前記第１の粘着剤層側に、樹脂板が貼合され、
　前記粘着シートの前記第２の粘着剤層側に、ガラス板が貼合され、
　前記第１の粘着剤層は、活性エネルギー線を照射することで硬化した粘着剤層である積
層体。
【請求項９】
　前記樹脂板がポリカーボネート板である請求項８に記載の積層体。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の粘着シートの第１の粘着剤層を樹脂板に貼合し、
第２の粘着剤層をガラス板に貼合した後、樹脂板側から活性エネルギー線を照射して前記
第１の粘着剤層を硬化させる工程を含む積層体の製造方法。
【請求項１１】
　前記樹脂板がポリカーボネート板である請求項１０に記載の積層体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着シート、積層体及び積層体の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、様々な分野で、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）などの表示装置や、タッチパネルな
どの表示装置及び入力装置を組み合わせた画像表示装置が広く用いられている。これらの
表示装置や入力装置においては、光学部材を貼り合せる用途に両面粘着シートが用いられ
ている。
【０００３】
　両面粘着シートは異種の被着材を貼り合わせる用途に用いられる場合がある。この場合
、両面粘着シートには各被着材の接着特性に応じた最適な粘着力が求められる。例えば、
特許文献１及び２には、粘着特性の異なる２層以上の粘着剤層を備えた両面粘着シートが
開示されている。特許文献１には、各層ともに、ベースポリマーとしての（メタ）アクリ
ル酸エステル系共重合体と架橋開始剤とを含有する粘着剤組成物を架橋してなり、且つ、
異なる粘弾性挙動を有する第１粘着層及び第２粘着層を積層し一体化してなる構成を備え
た粘着シートが開示されている。また、特許文献２には、光学フィルムに接して配置され
た第一粘着剤層と、光学フィルムから最も離れて配置された第二粘着剤層とを備える積層
粘着シートであって、第一粘着剤層は、１５０℃における貯蔵弾性率が９×１０3Ｐａ以
下であり、２０℃における貯蔵弾性率Ｇ’20と１５０℃における貯蔵弾性率Ｇ’150の比
Ｇ’20／Ｇ’150が２０以上であり、第二粘着剤層は、２０℃における貯蔵弾性率が４×
１０5Ｐａ以下であり、１５０℃における貯蔵弾性率が１×１０4Ｐａ以上である積層粘着
シートが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２１９６６５号公報
【特許文献２】特開２０１６－１５１５８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような用途に用いられる粘着シートには、粘着性能以外にも様々な特性が要求され
る。例えば、ポリカーボネート基材等の樹脂板は、透明性や耐熱性などに優れているため
、光学部材として多用されている。このような樹脂板に粘着シートを貼合し、高温環境下
に置いた場合、粘着剤層に気泡が生じ、光学性能に影響を及ぼすことがある。このため、
粘着シートの用途によっては、優れた耐発泡性が要求される場合がある。
　しかしながら、本発明者らが特許文献１および２に記載の粘着シートの特性を検討した
ところ、高温環境下においてアウトガスが発生する場合があることがわかった。
　そこで本発明者らは、このような従来技術の課題を解決するために、異種の被着材を貼
り合わせる用途に用いることができる粘着シートであって、耐アウトガス性を有する粘着
シートを提供することを目的として検討を進めた。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために鋭意検討を行った結果、本発明者らは、第１の粘着剤層と
第２の粘着剤層とを積層してなる粘着シートにおいて、第１の粘着剤層と第２の粘着剤層
の両方にアルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル
共重合体を含有させ、第１の粘着剤層にのみ活性エネルギー線硬化能を持たせることによ
り、異種の被着材を貼り合わせる用途に用いることができる粘着シートであって、かつ優
れた耐アウトガス性を有する粘着シートが得られることを見出した。
　具体的に、本発明は、以下の構成を有する。
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【０００７】
［１］　アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル
共重合体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有する第１の粘着剤層と、
　アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル共重合
体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有さない第２の粘着剤層と、を積層してなる粘着
シート。
［２］　第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量をＭｗ１とし、第
２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量をＭｗ２とした場合、
　Ｍｗ１＜Ｍｗ２であり、かつ、
　Ｍｗ１≦１００万である、［１］に記載の粘着シート。
［３］　第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体におけるアルコキシアルキル基含有
（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、第１の粘着剤層に含まれるアクリル共
重合体の全質量に対して、５０～９０質量％であり、
　第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体におけるアルコキシアルキル基含有（メタ
）アクリレートに由来する単位の含有量は、第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体
の全質量に対して、２０～５０質量％である［１］又は［２］に記載の粘着シート。
［４］　第１の粘着剤層は、粘着剤組成物を半硬化状態とした粘着剤層であり、
　粘着剤組成物は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含
むアクリル共重合体、架橋剤、分子内に反応性二重結合を２つ以上有する多官能単量体、
分子内に反応性二重結合を１つ有する単官能単量体及び重合開始剤を含有する［１］～［
３］のいずれかに記載の粘着シート。
［５］　多官能単量体は、１分子内にビスフェノール骨格を有する［４］に記載の粘着シ
ート。
［６］　第１の粘着剤層の厚みをＰとし、第２の粘着剤層の厚みをＱとした場合、Ｑ／Ｐ
の値は、１．５以上である［１］～［５］のいずれかに記載の粘着シート。
［７］　ポリカーボネート板貼合用である［１］～［６］のいずれかに記載の粘着シート
。
［８］　［１］～［７］のいずれかに記載の粘着シートを介して、樹脂板とガラス板を貼
合した積層体であって、
　粘着シートの第１の粘着剤層側に、樹脂板が貼合され、
　粘着シートの第２の粘着剤層側に、ガラス板が貼合され、
　第１の粘着剤層は、活性エネルギー線を照射することで硬化した粘着剤層である積層体
。
［９］　樹脂板がポリカーボネート板である［８］に記載の積層体。
［１０］　［１］～［７］のいずれかに記載の粘着シートの第１の粘着剤層を樹脂板に貼
合し、第２の粘着剤層をガラス板に貼合した後、樹脂板側から活性エネルギー線を照射し
て第１の粘着剤層を硬化させる工程を含む積層体の製造方法。
［１１］　樹脂板がポリカーボネート板である［１０］に記載の積層体の製造方法。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、異種の被着材を貼り合わせる用途に用いることができる粘着シートで
あって、耐アウトガス性に優れた粘着シートを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明の粘着シートの構成を説明する断面図である。
【図２】図２は、本発明の粘着シートを備える積層体の構成を説明する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下において、本発明について詳細に説明する。以下に記載する構成要件の説明は、代
表的な実施形態や具体例に基づいてなされることがあるが、本発明はそのような実施形態
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に限定されるものではない。なお、本明細書において「～」を用いて表される数値範囲は
「～」前後に記載される数値を下限値及び上限値として含む範囲を意味する。
【００１１】
　なお、本明細書において、“（メタ）アクリレート”はアクリレートおよびメタクリレ
ートの双方、または、いずれかを表す。また、本明細書において、“単量体”と“モノマ
ー”は同義であり、“重合体”と“ポリマー”は同義である。
【００１２】
＜粘着シート＞
　本発明の粘着シートは、第１の粘着剤層と第２の粘着剤層を積層してなる粘着シートで
ある。ここで、第１の粘着剤層は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由
来する単位を含むアクリル共重合体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有する。第２の
粘着剤層は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアク
リル共重合体を含有し、活性エネルギー線硬化能を有さない。本発明の粘着シートは、上
述した第１の粘着剤層と第２の粘着剤層を積層してなる積層粘着シートである。
【００１３】
　本発明の粘着シートは、上記構成を有するものであるため、優れた耐アウトガス性を発
揮する。具体的には、粘着シートの第１の粘着剤層をポリカーボネート基材等の樹脂板に
貼合した状態で高温条件下に短時間又は長時間置いた場合であっても、ポリカーボネート
基材等の樹脂板からアウトガスが発生することを抑制することができる。
【００１４】
　また、本発明の粘着シートは、優れた耐カール性を発揮するものでもある。具体的には
、粘着シートの第１の粘着剤層をポリカーボネート基材等の樹脂板に貼合し、第２の粘着
剤層をガラス板に貼合し、高温（例えば１０５℃）の条件に置いた場合であっても、カー
ルの発生が抑制されている。このように本発明の粘着シートは、耐アウトガス性と耐カー
ル性を両立し得たものでもある。
【００１５】
　図１に示されるように、本発明の粘着シート１は、第１の粘着剤層１０と第２の粘着剤
層２０を積層してなる粘着シートである。粘着シート１は、第１の粘着剤層１０と第２の
粘着剤層２０に加えて、他の粘着剤層を有するものであってもよいが、粘着シート１は、
第１の粘着剤層１０と第２の粘着剤層２０を直接積層してなる粘着シートであることが好
ましい。なお、第１の粘着剤１０層は、単層の粘着シートから構成されるものであっても
よく、複数の粘着剤層からなる多層の粘着シートから構成されるものであってもよい。同
様に、第２の粘着剤層２０も、単層の粘着シートから構成されるものであってもよく、複
数の粘着剤層からなる多層の粘着シートから構成されるものであってもよい。
【００１６】
　本発明においては、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を
含むアクリル共重合体を有し、かつ活性エネルギー線硬化能を有する第１の粘着剤層は、
活性エネルギー線の照射によりアルコキシアルキル基に由来するフレキシビリティを持ち
つつ高硬度となる。一方で、活性エネルギー線硬化能を有さない第２の粘着剤層は、第１
の粘着剤層と比較して柔らかく、応力緩和性を有している。さらに、第２の粘着剤層にお
いてはアルコキシアルキル基に由来する分子鎖のフレキシビリティにより分子間の幅が広
くなるものと考えられ、その結果、系内の気体を吸収する能力や気体を逃がす能力が高め
られる。このように、本発明の粘着シートは、活性エネルギー線を照射した後に、異なる
硬度や粘着特性が発揮されるようにコントロールされた２層の粘着剤層を有することにな
る。これにより、異種の被着材を貼り合わせる用途に好適な粘着シートが得られる。特に
、第１の粘着剤層を樹脂板に、第２の粘着剤層をガラス板に貼合する用途に好適に使用さ
れ、このような用途において耐アウトガス性と耐カール性が発揮されやすい。
【００１７】
　粘着シートの厚みは、用途に応じて適宜設定でき、特に限定されないが、５μｍ以上で
あることが好ましく、１０μｍ以上であることがより好ましく、３０μｍ以上であること
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がさらに好ましく、５０μｍ以上であることが特に好ましい。また、粘着シートの厚みは
、１０００μｍ以下であることが好ましく、８００μｍ以下であることがより好ましく、
５００μｍ以下であることがさらに好ましい。粘着シートの厚みを上記範囲内とすること
により、耐アウトガス性と耐カール性をより効果的に高めることができる。さらに、粘着
シートの厚さを上記範囲内とすることにより、粘着シートの製造が容易となる。
【００１８】
　本発明は、粘着シートの少なくとも一方の面に剥離シートを備える剥離シート付き粘着
シートに関するものであってもよい。剥離シート付き粘着シートにおいては、剥離シート
は、粘着シートの両表面に備えられていることが好ましい。この場合、剥離シート付き粘
着シートは、剥離力が互いに異なる１対の剥離シートを有することが好ましい。すなわち
、第１の粘着剤層の表面に設けられる剥離シートと第２の粘着剤層の表面に設けられる剥
離シートとの剥離性を異なるものとすることが好ましい。一方からの剥離性と他方からの
剥離性とが異なると、剥離性が高い方の剥離シートだけを先に剥離することが容易となる
。例えば、貼合時に第１の粘着剤層が樹脂板側に接するように貼合する場合、第１の粘着
剤層側の剥離シートを先に剥離できるように、各々の剥離シートの剥離性を調整すればよ
い。
【００１９】
　剥離シートとしては、剥離シート用基材とこの剥離シート用基材の片面に設けられた剥
離剤層とを有する剥離性積層シート、あるいは、低極性基材としてポリエチレンフィルム
やポリプロピレンフィルム等のポリオレフィンフィルムが挙げられる。
　剥離性積層シートにおける剥離シート用基材には、紙類、高分子フィルムが使用される
。剥離剤層を構成する剥離剤としては、例えば、汎用の付加型もしくは縮合型のシリコー
ン系剥離剤や長鎖アルキル基含有化合物が用いられる。特に、反応性が高い付加型シリコ
ーン系剥離剤が好ましく用いられる。
　シリコーン系剥離剤としては、具体的には、東レ・ダウコーニングシリコーン社製のＢ
Ｙ２４－４５２７、ＳＤ－７２２０等や、信越化学工業（株）製のＫＳ－３６００、ＫＳ
－７７４、Ｘ６２－２６００などが挙げられる。また、シリコーン系剥離剤中にＳｉＯ2

単位と（ＣＨ3）3ＳｉＯ1/2単位あるいはＣＨ2＝ＣＨ（ＣＨ3）ＳｉＯ1/2単位を有する有
機珪素化合物であるシリコーンレジンを含有することが好ましい。シリコーンレジンの具
体例としては、東レ・ダウコーニングシリコーン社製のＢＹ２４－８４３、ＳＤ－７２９
２、ＳＨＲ－１４０４等や、信越化学工業（株）製のＫＳ－３８００、Ｘ９２－１８３等
が挙げられる。
　剥離性積層シートとして、市販品を用いてもよい。例えば、帝人デュポンフィルム（株
）製の離型処理されたポリエチレンテレフタレートフィルムである重セパレータフィルム
や、帝人デュポンフィルム（株）製の離型処理されたポリエチレンテレフタレートフィル
ムである軽セパレータフィルムを挙げることができる。
【００２０】
＜第１の粘着剤層＞
　本発明の粘着シートは、第１の粘着剤層を有する。第１の粘着剤層は、アルコキシアル
キル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル共重合体を含有する。ま
た、第１の粘着剤層は、活性エネルギー線硬化能を有している。ここで、活性エネルギー
線硬化能を有する状態とは、活性エネルギー線の照射により、第１の粘着剤層が硬化し得
る状態である。具体的には、第１の粘着剤層に活性エネルギー線（高圧水銀灯又はメタル
ハライドランプ）を積算光量が３０００ｍＪ／ｃｍ2となるように照射した場合、第１の
粘着剤層のゲル分率が１０質量％以上高まった場合に、活性エネルギー線を照射する前の
第１の粘着剤層は、活性エネルギー線硬化能を有していると言える。
【００２１】
　第１の粘着剤層は、粘着剤組成物を半硬化状態とした粘着剤層であることが好ましい。
半硬化状態の粘着剤層は、活性エネルギー線硬化能を有し、活性エネルギー線を照射する
ことにより、後硬化する。粘着剤層の半硬化状態でのゲル分率は、１０質量％以上７０質
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量％未満であることが好ましく、１２質量％以上７０質量％未満であることが好ましく、
１５～６５質量％であることが特に好ましい。また、後硬化後の粘着剤層のゲル分率は、
６０～１００質量％であることが好ましく、６５～１００質量％であることがより好まし
く、７０～１００質量％であることがさらに好ましい。
　第１の粘着剤層のゲル分率は、以下の方法で測定した値である。まず、第１の粘着剤層
約０．１ｇをサンプル瓶に採取し、酢酸エチル３０ｍｌを加えて２４時間振とうする。そ
の後、このサンプル瓶の内容物を１５０メッシュのステンレス製金網でろ別し、金網上の
残留物を１００℃で１時間乾燥して乾燥質量（ｇ）を測定する。得られた乾燥質量から下
記式１によりゲル分率を求める。
ゲル分率（質量％）＝（乾燥質量／第１の粘着剤層の採取質量）×１００・・・式１
【００２２】
　第１の粘着剤層の厚みは、用途に応じて適宜設定でき、特に限定されないが、１μｍ以
上であることが好ましく、３μｍ以上であることがより好ましく、５μｍ以上であること
がさらに好ましい。また、第１の粘着剤層の厚みは、５００μｍ以下であることが好まし
く、３００μｍ以下であることがより好ましく、１００μｍ以下であることがさらに好ま
しい。第１の粘着剤層の厚みを上記範囲内とすることにより、耐アウトガス性をより効果
的に高めることができる。
【００２３】
（粘着剤組成物）
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリ
レートに由来する単位を含むアクリル共重合体を含有する。第１の粘着剤層は、半硬化状
態の粘着剤層であることが好ましく、この場合、用いられる粘着剤組成物は、デュアル硬
化型粘着剤組成物であると言える。
【００２４】
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物はアルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレ
ートに由来する単位を含むアクリル共重合体に加えて、さらに、架橋剤、分子内に反応性
二重結合を２つ以上有する多官能単量体、分子内に反応性二重結合を１つ有する単官能単
量体及び重合開始剤を含有することが好ましい。
【００２５】
（アクリル共重合体）
　アクリル共重合体は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位
を含む。アクリル共重合体は、さらに、ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来す
る単位及びメチル（メタ）アクリレートに由来する単位を含有することが好ましい。本明
細書において、「単位」は重合体を構成する繰り返し単位（単量体単位）である。
【００２６】
（アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレート）
　アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートは、アルコキシアルキル（メタ）アク
リレートである。アルコキシアルキル（メタ）アクリレートとしては、例えば、アルコキ
シ基の炭素数が１～１２であり、アルコキシ基に結合するアルキレン基の炭素数が１～１
８であるアルコキシアルキル（メタ）アクリレートが好ましい。アルコキシ基の炭素数は
１～８であることが好ましく、１～４であることがより好ましく、１もしくは２であるこ
とが特に好ましい。また、アルコキシ基に結合するアルキレン基の炭素数は１～１２であ
ることが好ましく、１～８であることがさらに好ましく、１～４であることが一層好まし
く、１～３であることが特に好ましい。
【００２７】
　このようなアルコキシアルキル（メタ）アクリレートの例としては、２－メトキシメチ
ル（メタ）アクリレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、２－エトキシメチ
ル（メタ）アクリレート、２－エトキシエチル（メタ）アクリレート、３－メトキシプロ
ピル（メタ）アクリレート、３－エトキシプロピル（メタ）アクリレート、４－メトキシ
ブチル（メタ）アクリレート、４－エトキシブチル（メタ）アクリレート等が挙げられる
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。これらの中でも、２－メトキシエチル（メタ）アクリレートが特に好ましい。アルコキ
シアルキル（メタ）アクリレートとして、２－メトキシエチル（メタ）アクリレートを用
いることにより、第１の粘着剤層の耐アウトガス性を高めることができる。
【００２８】
　第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体において、アルコキシアルキル基含有（メ
タ）アクリレートに由来する単位の含有量は、第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合
体の全質量に対して、５０質量％以上であることが好ましく、５５質量％以上であること
がより好ましく、６０質量％以上であることがさらに好ましい。また、アルコキシアルキ
ル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、第１の粘着剤層に含まれるア
クリル共重合体の全質量に対して、９０質量％以下であることが好ましい。アルコキシア
ルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量を上記範囲内とすることによ
り、耐アウトガス性及び耐カール性をより効果的に高めることができる。
【００２９】
（ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレート）
　アクリル共重合体は、ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含有す
ることが好ましい。ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートとしては、例えば、２－ヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３
－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、４－ヒドロシキブチル（メタ）アクリレート、６－ヒドロキシヘキシ
ル（メタ）アクリレート及び８－ヒドロキシオクチル（メタ）アクリレート、ポリアルキ
レングリコールモノ（メタ）アクリレート等を挙げることができる。中でも、２－ヒドロ
キシエチル（メタ）アクリレート及び４－ヒドロシキブチル（メタ）アクリレートから選
択される少なくとも１種は好ましく用いられる。
【００３０】
　ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、アクリル共重合体
の全質量に対して、５質量％以上であることが好ましく、７質量％以上であることがより
好ましい。また、ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、ア
クリル共重合体の全質量に対して、３５質量％以下であることが好ましく、３０質量％以
下であることがより好ましい。ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の
含有量を上記範囲内とすることにより、耐アウトガス性を損なうことなく粘着性能をコン
トロールすることができる。
【００３１】
（アルキル（メタ）アクリレート）
　アクリル共重合体は、メチル（メタ）アクリレートに由来する単位を含有することが好
ましい。メチル（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、アクリル共重合体の全
質量に対して、５質量％以上であることが好ましく、７質量％以上であることがより好ま
しい。また、メチル（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、アクリル共重合体
の全質量に対して、３５質量％以下であることが好ましく、３０質量％以下であることが
より好ましい。
【００３２】
　アクリル共重合体は、メチル（メタ）アクリレートに由来する単位の他にアルキル（メ
タ）アクリレートに由来する単位を含有していてもよい。アルキル（メタ）アクリレート
の例としては、エチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチル
ヘキシル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレ
ート、ラウリル（メタ）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ
）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート等が
挙げられる。メチル（メタ）アクリレート以外のアルキル（メタ）アクリレートに由来す
る単位の含有量は、アクリル共重合体の全質量に対して、１質量％以上であることが好ま
しく、３質量％以上であることがより好ましい。また、メチル（メタ）アクリレート以外
のアルキル（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、アクリル共重合体の全質量
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に対して、５０質量％以下であることが好ましい。
【００３３】
（窒素含有単量体）
　アクリル共重合体は、窒素含有単量体に由来する単位をさらに含んでもよい。窒素含有
単量体は、１分子内に窒素元素を含有する単量体である。窒素含有単量体としては、例え
ば、ジメチルアクリルアミド、ジエチルアクリルアミド、アクリロイルモルホリン、ヒド
ロキシエチルアクリルアミド、メチロールアクリルアミド、メトキシメチルアクリルアミ
ド、エトキシメチルアクリルアミド、ジメチルアミノエチルアクリルアミド、Ｎ－ビニル
カプロラクタム、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート、Ｎ－ビニルホルムアミド等を挙げることができる。中でも、窒素含有単量体は、ア
クリルアミド誘導体、アミノ基含有モノマー及び含窒素複素環含有モノマーから選択され
る少なくとも１種であることが好ましく、アクリルアミド誘導体であることがより好まし
い。アクリルアミド誘導体は、ジメチルアクリルアミド、ジエチルアクリルアミド及びア
クリロイルモルホリンから選択される少なくとも１種であることがさらに好ましく、ジメ
チルアクリルアミドであることが特に好ましい。アクリル共重合体が、上述したような窒
素含有単量体に由来する単位を含むことにより、半硬化状態の粘着剤層は、基材に対して
密着しやすくなる一方で、後硬化後の粘着剤層は高硬度となり、耐アウトガス性及び耐カ
ール性をより高めることができる。
【００３４】
　窒素含有単量体に由来する単位の含有量は、アクリル共重合体の全質量に対して、１質
量％以上であることが好ましく、３質量％以上であることがより好ましい。また、窒素含
有単量体に由来する単位の含有量は、アクリル共重合体の全質量に対して、２０質量％以
下であることが好ましい。
【００３５】
（他の単量体）
　アクリル共重合体は、必要に応じて、他の単量体単位を有してもよい。他の単量体は、
上述したアクリル単量体と共重合可能なものであればよく、例えば（メタ）アクリロニト
リル、酢酸ビニル、スチレン、塩化ビニル、ビニルピロリドン、ビニルピリジン等が挙げ
られる。アクリル共重合体における他の単量体単位の含有量は２０質量％以下であること
が好ましく、１５質量％以下であることがより好ましい。
【００３６】
　また、各粘着剤層の被着対象について酸による腐食性が問題にならない場合は、アクリ
ル共重合体は、カルボキシル基含有単量体単位を有していてもよい。この場合、クリル共
重合体におけるカルボキシル基含有単量体単位の含有量は２０質量％以下であることが好
ましく、１５質量％以下であることがより好ましい。
【００３７】
（架橋剤）
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は架橋剤を含有することが好ましい。架橋剤は
、アクリル共重合体が有する架橋性官能基との反応性を考慮して適宜選択できる。例えば
イソシアネート化合物、エポキシ化合物、オキサゾリン化合物、アジリジン化合物、金属
キレート化合物、ブチル化メラミン化合物などの公知の架橋剤の中から選択できる。これ
らの中でも、ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートを容易に架橋できることから、イソ
シアネート化合物やエポキシ化合物を用いることが好ましい。すなわち、架橋剤は二官能
以上のエポキシ化合物および二官能以上のイソシアネート化合物から選択される少なくと
も１種であることが好ましく、二官能以上のイソシアネート化合物であることがより好ま
しい。
【００３８】
　イソシアネート化合物としては、例えば、トリレンジイソシアネート、キシリレンジイ
ソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等が挙げ
られる。市販品の例としては、トリレンジイソシアネート化合物（日本ポリウレタン工業
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（株）製、コロネートＬ）、キシリレンジイソシアネート化合物（三井化学（株）製、タ
ケネートＤ－１１０Ｎ）等が挙げられる。
【００３９】
　粘着剤組成物中の架橋剤の含有量は、所望とする粘着性等に応じて適宜選択されるが、
アクリル共重合体１００質量部に対し、０．０１～５質量部が好ましく、０．１～３質量
部がより好ましい。架橋剤の含有量を上記範囲内とすることにより、粘着シートの耐アウ
トガス性と耐カール性をより高めることができる。なお、架橋剤としては１種類を単独で
用いても２種類以上を併用してもよく、２種類以上を併用する場合は、合計質量が上記範
囲内であることが好ましい。
【００４０】
（多官能単量体）
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、分子内に反応性二重結合を２つ以上有する
多官能単量体を含有することが好ましい。多官能単量体は反応性二重結合を２つ以上有す
るものであり、中でも、多官能単量体は反応性二重結合を２つ以上５つ未満有するもので
あることが好ましく、２つ以上４つ未満有するものであることがより好ましい。
【００４１】
　多官能単量体は、１分子内にビスフェノール骨格を有する多官能単量体であることが好
ましい。１分子内にビスフェノール骨格を有する多官能単量体を用いることにより、後硬
化後の粘着剤層の硬度をより効果的に高めることができる。これにより、後硬化後の粘着
剤層の耐アウトガス性と耐カール性をより効果的に高めることができる。また、粘着シー
トの加工性も高めることができる。
【００４２】
　１分子内にビスフェノール骨格を有する多官能単量体としては、例えば、ビスフェノー
ルＡジグリシジルエーテルのジアクリレート、プロポキシ化ビスフェノールＡのジアクリ
レート、ビスフェノールＦジグリシジルエーテルのジアクリレート等が挙げられる。
【００４３】
　多官能単量体として、市販品を使用できる。市販品の例としては、東亞合成社製、二官
能モノマーＭ２１１Ｂ（ビスフェノールＡ　エチレンオキサイド変性ジアクリレート）、
東亞合成社製、二官能モノマーＭ０８（ビスフェノールＦ　エチレンオキサイド変性ジア
クリレート）、新中村化学社製、二官能モノマーＡ－ＢＰＰ－３（プロポキシ化ビスフェ
ノールＡジアクリレート）等が挙げられる。
【００４４】
　また、多官能単量体は、１分子内にアルキレングリコール基を有する多官能単量体であ
ってもよい。このような多官能単量体を重合した場合のホモポリマーのガラス転移温度（
Ｔｇ）は１５０℃以下であることが好ましく、１００℃以下であることがより好ましい。
また、１分子内にアルキレングリコール基を有する多官能単量体を重合した場合のホモポ
リマーのガラス転移温度（Ｔｇ）は－３５℃以上であることが好ましく、－１０℃以上で
あることがより好ましい。
【００４５】
　本発明においては、１分子内にアルキレングリコール基を有する多官能単量体を用いる
ことにより、後硬化後の粘着剤層の硬度を高めると同時に応力緩和性を付与することがで
き、粘着シートの加工性を高めつつ耐カール性を付与することができる。さらに、ホモポ
リマーとした際のガラス転移温度（Ｔｇ）を１５０℃以下とすることにより、応力緩和性
をより高め、耐カール性を良好にすることができる。
【００４６】
　多官能単量体が有するアルキレングリコール基の炭素数は、１～５であることが好まし
く、１～３であることがより好ましく、２又は３であることが特に好ましい。すなわち、
多官能単量体はエチレングリコール基及びプロピレングリコール基から選択される少なく
とも１種を有することが好ましい。なお、エチレングリコール基は、－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－で
あり、プロピレングリコール基は、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－である。
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　多官能単量体は、１分子中にアルキレングリコール基を１つ有するものであってもよく
、２つ以上有するものであってもよい。多官能単量体１分子中におけるアルキレングリコ
ール基の数は１～２０であることが好ましく、１～１０であることがより好ましい。
【００４７】
　このような多官能単量体としては、例えば、ポリエチレングリコールジアクリレート、
トリメチロールプロパンプロピレンオキサイド変性トリアクリレート等が挙げられる。
【００４８】
　多官能単量体として、市販品を使用できる。市販品の例としては、東亞合成社製、三官
能モノマーＭ３２１（トリメチロールプロパンプロピレンオキサイド変性トリアクリレー
ト、Ｔｇ５０℃）、二官能モノマーＭ２４０（ポリエチレングリコールジアクリレート、
Ｔｇ５０℃）等が挙げられる。
【００４９】
　多官能単量体の含有量はアクリル共重合体１００質量部に対して、１～３０質量部であ
ることが好ましく、５～３０質量部であることがより好ましい。上記多官能単量体は１種
類を単独で用いても２種類以上を併用してもよく、２種類以上を併用する場合は、合計質
量が上記範囲内であることが好ましい。多官能単量体の含有量を上記範囲内とすることに
より、後硬化後の粘着剤層の硬度をより効果的に高めることができ、粘着シートの耐アウ
トガス性と耐カール性をより効果的に高めることができる。
【００５０】
（単官能単量体）
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、分子内に反応性二重結合を１つ有する単官
能単量体を含有することが好ましい。
【００５１】
　単官能単量体としては、例えば、イソボルニルアクリレート、イソステアリルアクリレ
ート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、ベンジル
メタクリレート、Ｎ－アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフタルイミド、アクリルア
ミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアクリルアミド、アクリロイ
ルモルホリン、ビニルピロリドンなどを挙げることができる。中でも、単官能単量体は、
アルキル（メタ）アクリレートであることが好ましく、イソボルニルアクリレート及びイ
ソステアリルアクリレートから選択される少なくとも１種であることが好ましく、イソボ
ルニルアクリレートであることがより好ましい。単官能単量体の市販品の例としては、大
阪有機化学工業社製のＩＢＸＡ、大阪有機化学工業社製のＩＳＴＡ等が挙げられる。
【００５２】
　単官能単量体の含有量はアクリル共重合体１００質量部に対して、１～２０質量部であ
ることが好ましく、２～２０質量部であることがより好ましい。上記単官能単量体は１種
類を単独で用いても２種類以上を併用してもよく、２種類以上を併用する場合は、合計質
量が上記範囲内であることが好ましい。
【００５３】
　また、単官能単量体と多官能単量体の合計含有量はアクリル共重合体１００質量部に対
して６～５０質量部であることが好ましく、１０～４５質量部であることがより好ましく
、１５～４０質量部であることがさらに好ましい。単官能単量体と多官能単量体の合計含
有量を上記範囲内とすることにより、後硬化後に端面ベタツキが抑制され加工性に優れた
粘着シートを得ることができる。また、単官能単量体と多官能単量体の合計含有量を上記
範囲内とすることにより、後硬化後の粘着シートの高温耐久性をより効果的に高めること
ができる。
【００５４】
（重合開始剤）
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は重合開始剤を含有することが好ましい。重合
開始剤は、活性エネルギー線照射により多官能単量体および／または単官能単量体の重合
を開始させるものであることが好ましく、活性エネルギー線照射により多官能単量体と単
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官能単量体の重合を開始させるものであることがより好ましい。重合開始剤としては、例
えば、光重合開始剤など公知のものを用いることができる。
　ここで、「活性エネルギー線」とは電磁波または荷電粒子線の中でエネルギー量子を有
するものを意味し、紫外線、電子線、可視光線、Ｘ線、イオン線等が挙げられる。中でも
、汎用性の点から、紫外線または電子線が好ましく、紫外線が特に好ましい。
【００５５】
　重合開始剤としては、例えばアセトフェノン系開始剤、ベンゾインエーテル系開始剤、
ベンゾフェノン系開始剤、ヒドロキシアルキルフェノン系開始剤、チオキサントン系開始
剤、アミン系開始剤、アシルフォスフィンオキシド系開始剤等が挙げられる。
　アセトフェノン系開始剤として具体的には、ジエトキシアセトフェノン、ベンジルジメ
チルケタール等が挙げられる。
　ベンゾインエーテル系開始剤として具体的には、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテ
ル等が挙げられる。
　ベンゾフェノン系開始剤として具体的には、ベンゾフェノン、ｏ－ベンゾイル安息香酸
メチル等が挙げられる。
　ヒドロキシアルキルフェノン系開始剤として具体的には、１－ヒドロキシ－シクロヘキ
シル－フェニル－ケトン（ＢＡＳＦジャパン（株）製、ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４として市
販）等が挙げられる。
　チオキサントン系開始剤として具体的には、２－イソプロピルチオキサントン、２，４
－ジメチルチオキサントン等が挙げられる。
　アミン系開始剤として具体的には、トリエタノールアミン、４－ジメチル安息香酸エチ
ル等が挙げられる。
　アシルフォスフィンオキシド系開始剤として具体的には、フェニルビス（２，４，６－
トリメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド（ＢＡＳＦジャパン（株）製、ＩＲＧＡＣＵ
ＲＥ８１９として市販）等が挙げられる。
【００５６】
　粘着剤組成物中の重合開始剤の含有量は、単量体の含有量や後硬化させるときの活性エ
ネルギー線の照射量等に応じて適宜選択される。具体的には、単量体の全質量に対し、０
．０５～１０質量％であることが好ましく、０．１～５．０質量％であることがより好ま
しい。上記下限値以上であれば、後硬化により所望の硬さに調整することができるため加
工性が優れる。上記上限値以下であれば、後硬化後の分子量が小さくならず、加工性に優
れる。重合開始剤としては１種類を単独で用いても２種類以上を併用してもよく、２種類
以上を併用する場合は、合計質量が上記範囲内であることが好ましい。
【００５７】
（溶剤）
　第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、溶剤を含んでいてもよい。この場合、溶剤
は、粘着剤組成物の塗工適性の向上のために用いられる。溶剤としては、例えば、ヘキサ
ン、ヘプタン、オクタン、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、シクロヘキサン、メチ
ルシクロヘキサン等の炭化水素類；ジクロロメタン、トリクロロエタン、トリクロロエチ
レン、テトラクロロエチレン、ジクロロプロパン等のハロゲン化炭化水素類；メタノール
、エタノール、プロパノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソブチルアルコ
ール、ジアセトンアルコール等のアルコール類；ジエチルエーテル、ジイソプロピルエー
テル、ジオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類；アセトン、メチルエチルケトン
、メチルイソブチルケトン、イソホロン、シクロヘキサノン等のケトン類；酢酸メチル、
酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸イソブチル、酢酸アミル、酪酸エチル等のエステル類；エ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレ
ングリコールモノメチルエーテルアセタート、プロピレングリコールモノメチルエーテル
、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセタート等のポリオール及びその誘導体が挙げられる。
【００５８】
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　粘着剤組成物中の溶剤の含有量は、特に限定されないが、アクリル共重合体１００質量
部に対し、２５～５００質量部が好ましく、３０～４００質量部がより好ましい。
　また、溶剤の含有量は、粘着剤組成物の全質量に対し、１０～９０質量％であることが
好ましく、２０～８０質量％であることがより好ましい。溶剤は１種類を単独で使用して
もよいし、２種類以上を併用してもよく、２種類以上を併用する場合は、合計質量が上記
範囲内であることが好ましい。
【００５９】
（他の成分）
　第１の粘着剤層は、本発明の効果を損なわない範囲で、上記以外の他の成分を含有して
もよい。他の成分としては、粘着剤用の添加剤として公知の成分を挙げることができる。
例えば可塑剤、酸化防止剤、金属腐食防止剤、粘着付与剤、シランカップリング剤、紫外
線吸収剤、ヒンダードアミン系化合物等の光安定剤等の中から必要に応じて選択できる。
また、着色を目的に染料や顔料を添加してもよい。
　可塑剤としては、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、カプロン酸ビ
ニル、カプリル酸ビニル、カプリン酸ビニル、ラウリン酸ビニル、ミリスチン酸ビニル、
パルミチン酸ビニル、ステアリン酸ビニル、シクロヘキサンカルボン酸ビニル、安息香酸
ビニルのようなカルボン酸ビニルエステル類やスチレン等が挙げられる。
　酸化防止剤としては、フェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤、ラクトン系酸化
防止剤、リン系酸化防止剤、イオウ系酸化防止剤等が挙げられる。これら酸化防止剤は１
種類を単独で使用してもよいし、２種類以上を併用してもよい。
　金属腐食防止剤としては、粘着剤の相溶性や効果の高さから、ベンゾリアゾール系樹脂
を好ましい例として挙げることができる。
　粘着付与剤として、例えば、ロジン系樹脂、テルペン系樹脂、テルペンフェノール系樹
脂、クマロンインデン系樹脂、スチレン系樹脂、キシレン系樹脂、フェノール系樹脂、石
油樹脂などが挙げられる。
　シランカップリング剤としては、例えば、メルカプトアルコキシシラン化合物（例えば
、メルカプト基置換アルコキシオリゴマー等）などが挙げられる。
　紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾトリアゾール系化合物、ベンゾフェノン系化合
物などが挙げられる。ただし、後硬化時の活性エネルギー線に紫外線を用いる場合は、重
合反応を阻害しない範囲で添加することが好ましい。
【００６０】
＜第２の粘着剤層＞
　本発明の粘着シートは、第２の粘着剤層を有する。第２の粘着剤層は、アルコキシアル
キル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアクリル共重合体を含有する。ま
た、第２の粘着剤層は、活性エネルギー線硬化能を有していない。ここで、活性エネルギ
ー線硬化能を有していない状態とは、第２の粘着剤層に活性エネルギー線（高圧水銀灯又
はメタルハライドランプ）を積算光量が３０００ｍＪ／ｃｍ2となるように照射した場合
、第２の粘着剤層のゲル分率の上昇率が１０質量％未満であることを言う。上記条件で第
２の粘着剤層に活性エネルギー線を照射しても粘着剤層のゲル分率が実質的に変化しない
場合に、第２の粘着剤層は活性エネルギー線硬化能を有していないと言える。
【００６１】
　第２の粘着剤層は、粘着剤組成物を硬化させてなる粘着剤層であることが好ましい。第
２の粘着剤層のゲル分率は、３０質量％以上であることが好ましく、３５質量％以上であ
ることがより好ましく、４０質量％以上であることがさらに好ましい。また、第２の粘着
剤層のゲル分率は、９０質量％以下であることが好ましく、８５質量％以下であることが
より好ましく、８０質量％以下であることがさらに好ましい。
【００６２】
　第２の粘着剤層の厚みは、用途に応じて適宜設定でき、特に限定されないが、１０μｍ
以上であることが好ましく、２０μｍ以上であることがより好ましく、３０μｍ以上であ
ることがさらに好ましい。また、第２の粘着剤層の厚みは、９００μｍ以下であることが
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好ましく、８００μｍ以下であることがより好ましく、７００μｍ以下であることがさら
に好ましい。第２の粘着剤層の厚みを上記範囲内とすることにより、耐カール性をより効
果的に高めることができる。
【００６３】
（粘着剤組成物）
　第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリ
レートに由来する単位を含むアクリル共重合体を含有する。第２の粘着剤層を形成する粘
着剤組成物はアルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含むアク
リル共重合体に加えて、さらに、架橋剤を含有することが好ましい。
【００６４】
（アクリル共重合体）
　第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれるアクリル共重合体は、アルコキシア
ルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位を含む。アクリル共重合体は、さらに
、ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する単位及びアルキル（メタ）アクリレ
ートに由来する単位を含有することが好ましい。なお、第２の粘着剤層に含まれるアクリ
ル共重合体において、アルコキシアルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の
含有量は、第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の全質量に対して、１５質量％以
上であることが好ましく、２０質量％以上であることがより好ましい。また、アルコキシ
アルキル基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、第２の粘着剤層に含ま
れるアクリル共重合体の全質量に対して、５０質量％以下であることが好ましく、４５質
量％以下であることがより好ましく、４０質量％以下であることがさらに好ましい。
【００６５】
　ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、第２の粘着剤層に
含まれるアクリル共重合体の全質量に対して、１０質量％以下であることが好ましく、５
質量％以下であることがより好ましい。また、ヒドロキシ基含有（メタ）アクリレートに
由来する単位の含有量は、第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の全質量に対して
、１質量％以上であることが好ましい。
【００６６】
　アクリル共重合体は、アルキル（メタ）アクリレートに由来する単位を含有することが
好ましい。アルキル（メタ）アクリレートの例としては、エチル（メタ）アクリレート、
ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ
）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、セチル
（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレー
ト等のアルキル（メタ）アクリレート等が挙げられる。中でも、第２の粘着剤層に含まれ
るアクリル共重合体は、ブチル（メタ）アクリレートに由来する単位を含むことが好まし
い。ブチル（メタ）アクリレートに由来する単位の含有量は、第２の粘着剤層に含まれる
アクリル共重合体の全質量に対して、５０質量％以上であることが好ましく、６０質量％
以上であることがより好ましい。
【００６７】
（架橋剤）
　第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、架橋剤を含むことが好ましい。架橋剤とし
ては、第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれ得る架橋剤と同様のものを挙げる
ことができる。
【００６８】
（溶剤）
　第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、溶剤を含んでいてもよい。溶剤としては、
第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれ得る溶剤と同様のものを挙げることがで
きる。
【００６９】
（他の成分）
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　第２の粘着剤層は、本発明の効果を損なわない範囲で、上記以外の他の成分を含有して
もよい。他の成分としては、第１の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれ得る他の成
分と同様のものを挙げることができる。
【００７０】
　第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、実質的に重合開始剤を含まないことが好ま
しい。第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれる重合開始剤の含有量は、粘着剤
組成物の全質量に対して、０．１質量％以下であることが好ましい。なお、重合開始剤を
実質的に含まない粘着剤組成物から第２の粘着剤層を形成した場合、第２の粘着剤層も当
然ながら重合開始剤を実質的に含まないが、第１の粘着剤層に含まれる重合開始剤が層間
移行する場合もある。このため、第１の粘着剤層が積層された第２の粘着剤層には微量の
重合開始剤が含まれていてもよい。
【００７１】
　また、第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物は、実質的に多官能単量体や単官能単量
体を含まないことが好ましい。第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれる多官能
単量体の含有量は、粘着剤組成物の全質量に対して、０．１質量％以下であることが好ま
しく、第２の粘着剤層を形成する粘着剤組成物に含まれる単官能単量体の含有量は、粘着
剤組成物の全質量に対して、０．１質量％以下であることが好ましい。なお、多官能単量
体や単官能単量体を実質的に含まない粘着剤組成物から第２の粘着剤層を形成した場合、
第２の粘着剤層も当然ながらこれらの単量体を実質的に含まないが、第１の粘着剤層に含
まれる単量体が層間移行する場合もある。このため、第１の粘着剤層が積層された第２の
粘着剤層には微量の多官能単量体や単官能単量体が含まれていてもよい。
【００７２】
＜各粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量＞
　第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量（Ｍｗ１）は、１００万
以下であることが好ましく、９５万以下であることがより好ましく、９０万以下であるこ
とがさらに好ましい。また、第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子
量（Ｍｗ１）は、１０万以上であることが好ましく、１５万以上であることがより好まし
く、２０万以上であることがさらに好ましい。
　第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量（Ｍｗ２）は、１００万
より大きいことが好ましく、１１０万以上であることがより好ましく、１２０万以上であ
ることがさらに好ましい。また、第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均
分子量（Ｍｗ２）は、３００万以下であることが好ましく、２５０万以下であることがよ
り好ましく、２００万以下であることがさらに好ましい。
【００７３】
　以上のように、第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量をＭｗ１
とし、第２の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量をＭｗ２とした場合
、
　Ｍｗ１＜Ｍｗ２であり、かつ、
　Ｍｗ１≦１００万であることが好ましい。
　第１の粘着剤層に含まれるアクリル共重合体の重量平均分子量と、第２の粘着剤層に含
まれるアクリル共重合体の重量平均分子量を上記条件とすることにより、粘着シートの耐
アウトガス性と耐カール性をより効果的に高めることができる。
【００７４】
　アクリル共重合体の重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（Ｇ
ＰＣ）により測定し、ポリスチレン基準で求めた値である。なお、アクリル共重合体の重
量平均分子量は、架橋剤で架橋される前の分子量である。
【００７５】
　ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）の測定条件は以下のとおりである
。
溶媒：テトラヒドロフラン
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カラム：Ｓｈｏｄｅｘ ＫＦ８０１、ＫＦ８０３Ｌ、ＫＦ８００Ｌ、ＫＦ８００Ｄ（昭和
電工（株）製を４本接続して使用した）
カラム温度：４０℃
試料濃度：０．５質量％
検出器：ＲＩ－２０３１ｐｌｕｓ（ＪＡＳＣＯ製）
ポンプ：ＲＩ－２０８０ｐｌｕｓ（ＪＡＳＣＯ製）
流量（流速）：０．８ｍｌ／ｍｉｎ
注入量：１０μｌ
校正曲線：標準ポリスチレンＳｈｏｄｅｘ ｓｔａｎｄａｒｄ ポリスチレン（昭和電工（
株）製）Ｍｗ＝１３２０～２，５００，０００迄の１０サンプルによる校正曲線を使用す
る。
【００７６】
＜各粘着剤層の厚みの比＞
　第１の粘着剤層の厚みをＰとし、第２の粘着剤層の厚みをＱとした場合、Ｑ／Ｐの値は
、１．５以上であることが好ましく、２以上であることがより好ましく、３以上であるこ
とがさらに好ましく、４以上であることが一層好ましく、５以上であることが特に好まし
い。なお、Ｑ／Ｐの値は、２０以下であることが好ましい。すなわち、本発明の粘着シー
トにおいては、第２の粘着剤層の厚みが、第１の粘着剤層の厚みよりも厚いことが好まし
い。Ｑ／Ｐの値を上記範囲内とすることにより、粘着シート全体の応力緩和性を高めるこ
とができ、粘着シートの耐カール性をより効果的に高めることができる。
【００７７】
＜粘着シートの製造方法＞
　本発明の粘着シートの製造方法は、第１の剥離シート上に第１の粘着剤組成物を塗工し
、第１の粘着剤層を形成する工程と、第２の剥離シート上に第２の粘着剤組成物を塗工し
、第２の粘着剤層を形成する工程と、第１の粘着剤層と第２の粘着剤層を積層する工程を
含むことが好ましい。第１の粘着剤層が半硬化状態である場合、第１の粘着剤層を形成す
る工程は、第１の剥離シート上に第１の粘着剤組成物を塗工して塗膜を形成する工程と、
この塗膜を加熱により半硬化状態の硬化物とする工程を含むことが好ましい。塗膜の加熱
により、アクリル共重合体および架橋剤の反応が進行して半硬化状態の硬化物（粘着剤層
）が形成される。また、第２の粘着剤層を形成する工程においても、第２の剥離シート上
に第２の粘着剤組成物を塗工して塗膜を形成する工程と、この塗膜を加熱により硬化物と
する工程を含むことが好ましい。
　なお、第１の粘着剤層と第２の粘着剤層を形成する工程では、塗工後溶剤を除去した後
に、一定温度で一定期間粘着シートを静置するエージング処理する工程を設けてもよい。
エージング処理工程は例えば、２３℃で７日間静置して行うことができる。
【００７８】
　粘着剤組成物の塗工は、公知の塗工装置を用いて実施できる。塗工装置としては、例え
ば、ブレードコーター、エアナイフコーター、ロールコーター、バーコーター、グラビア
コーター、マイクログラビアコーター、ロッドブレードコーター、リップコーター、ダイ
コーター、カーテンコーター等が挙げられる。
【００７９】
　粘着剤組成物を塗工して形成される塗膜の加熱には、加熱炉、赤外線ランプ等の公知の
加熱装置を用いることができる。
【００８０】
　第１の粘着剤層が半硬化状態である場合には、第１の粘着剤層を樹脂板等の被着体に貼
合した後に活性エネルギー線を照射することで後硬化することができる。これにより、第
１の粘着剤層は被着体に強固に密着し、樹脂板等の被着体からアウトガスが発生しても、
浮きや剥がれなどが生じることを抑制できる。
【００８１】
＜粘着シートの用途＞
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　本発明の粘着シートは、耐アウトガス性に優れている。このため、粘着シートの第１の
粘着剤層を樹脂板等の被着体に貼合し、後硬化させた後、高湿熱環境下に曝した場合であ
っても、気泡の発生を抑制することができる。本発明の粘着シートは、樹脂板に貼合する
用途に用いられる粘着シートであることが好ましく、樹脂板としては、ポリカーボネート
板を挙げることができる。すなわち、本発明の粘着シートは、ポリカーボネート板貼合用
の粘着シートであることが好ましい。ポリカーボネート板としては、例えば、射出成型用
ＰＣ等を挙げることができる。
【００８２】
　本発明の粘着シートは、第１の粘着剤層を樹脂板に直接貼合する用途に用いられる粘着
シートであることが好ましいが、第１の粘着剤層を樹脂板に間接的に貼合する用途で用い
られてもよい。例えば、ポリカーボネート基材を含む多層基材に貼合されてもよい。この
ような多層基材は、ポリカーボネート層とハードコート層を有する基材であることが好ま
しい。ハードコート層の組成はアクリル系、ウレタン系、シリコーン系、メラミン系、エ
ポキシ系から選択されることが好ましく、アクリル系、シリコーン系がより好ましい。ハ
ードコート層の組成は加工性と硬度の点からアクリル系がより好ましい。
　ポリカーボネート基材を含む多層基材としては、例えば、三菱ガス化学（株）製のＭＲ
－５８やＩＭＲ０５等を用いることができる。ここで、ＭＲ－５８の構成は、ＨＣ（ハー
ドコート）／ＰＭＭＡ（ポリメチルメタクリレート）／ＰＣ（ポリカーボネート）／ＨＣ
（ハードコート）である。ＭＲ－５８の全体の厚みは０．３ｍｍ～１．２ｍｍであり、ハ
ードコート層の１層の厚みは、０．０００５ｍｍ～０．０２ｍｍであることが好ましい。
また、ＩＭＲ０５の構成は、ＨＣ（ハードコート）／ＰＣ（ポリカーボネート）である。
【００８３】
　また、本発明の粘着シートは、第１の粘着剤層を偏光板などの光学部材に貼合するもの
であってもよい。ここで、偏光板とは、偏光子と偏光子保護フィルムを含むものであり、
本発明の粘着シートは偏光子保護フィルムに貼合されることが好ましい。偏光子保護フィ
ルムとしては、シクロオレフィン系樹脂フィルム、トリアセチルセルロース、ジアセチル
セルロースなどの酢酸セルロース系樹脂フィルム、ポリエチレンテレフタレート、ポリエ
チレンナフタレート、ポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル系樹脂フィルム、
ポリカーボネート系樹脂フィルム、アクリル系樹脂フィルム、ポリプロピレン系樹脂フィ
ルムなどが挙げられる。特に、偏光子保護フィルムが酢酸セルロース系樹脂フィルムであ
る場合、本発明の粘着シートを用いることによって、気泡発生抑制効果が発揮される。
【００８４】
　本発明の粘着シートは、第２の粘着剤層をガラス板に貼合する用途で用いられることが
好ましい。なお、第２の粘着剤層はＰＥＴフィルム等の樹脂板に貼合するものであっても
よい。
【００８５】
＜積層体＞
　上述したように、粘着シートの第１の粘着剤層は樹脂板に貼合され、第２の粘着剤層は
ガラス板に貼合されることが好ましい。このように、本発明は、粘着シートを介して、樹
脂板とガラス板を貼合した積層体に関するものであってもよい。この場合、粘着シートの
第１の粘着剤層側に、樹脂板が貼合され、粘着シートの第２の粘着剤層側に、ガラス板が
貼合される。そして、積層体の最終形態においては、第１の粘着剤層は、活性エネルギー
線を照射することで硬化した粘着剤層となる。ここで、樹脂板は透明樹脂板であることが
好ましく、ポリカーボネート板であることが特に好ましい。
【００８６】
　図２は、本発明の積層体１００の構成を説明する断面図である。図２に示されるように
、積層体１００においては、第１の粘着剤層１０と、第２の粘着剤層２０からなる粘着シ
ート１を介して樹脂板５０ａと、ガラス板５０ｂが貼合されている。なお、図２において
は、被着体として樹脂板５０ａとガラス板５０ｂを例示したが、本発明の積層体における
被着体はこれらに限定されるものではない。
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【００８７】
　なお、樹脂板やガラス板は光学部材を構成する部材であることが好ましい。例えば、樹
脂板やガラス板は、タッチパネルや画像表示装置等の光学製品における各構成部材である
ことが好ましい。すなわち、本発明の粘着シートは光学部材貼合用の粘着シートであるこ
とが好ましい。例えば、本発明の粘着シートは、透明光学用フィルムとガラスとの貼合、
カバーガラスと透明光学用フィルムとの貼合などに用いられ、透明光学用フィルムがポリ
カーボネート基材である場合に好ましく用いられる。
【００８８】
＜積層体の製造方法＞
　本発明は、上述した粘着シートを用いた積層体の製造方法に関するものであってもよい
。積層体の製造方法は、上述した粘着シートの第１の粘着剤層を樹脂板に貼合し、第２の
粘着剤層をガラス板に貼合した後、樹脂板側から活性エネルギー線を照射して第１の粘着
剤層を硬化させる工程を含むことが好ましい。ここで、樹脂板は透明樹脂板であることが
好ましく、ポリカーボネート板であることが特に好ましい。第１の粘着剤層は、半硬化状
態で樹脂板に貼合され、その後、活性エネルギー線が照射されることで、第１の粘着剤層
は後硬化する。このように、半硬化状態の第１の粘着剤層を樹脂板に貼合することにより
、樹脂板への初期密着性を高めることができる。そして、第１の粘着剤層を樹脂板に貼合
した後、第１の粘着剤層を活性エネルギー線で後硬化させることで、第１の粘着剤層の凝
集力が高まり、樹脂板への粘着性が向上する。これにより、粘着シートの耐アウトガス性
を高めることができる。
【００８９】
　活性エネルギー線としては、紫外線、電子線、可視光線、Ｘ線、イオン線等が挙げられ
、粘着剤層に含まれる重合開始剤に応じて適宜選択できる。中でも、汎用性の点から、紫
外線または電子線が好ましく、紫外線が特に好ましい。
　紫外線の光源としては、例えば、高圧水銀灯、低圧水銀灯、超高圧水銀灯、メタルハラ
イドランプ、カーボンアーク、キセノンアーク、無電極紫外線ランプ等を使用できる。
　電子線としては、例えば、コックロフトワルト型、バンデクラフ型、共振変圧型、絶縁
コア変圧器型、直線型、ダイナミトロン型、高周波型等の各種類の電子線加速器から放出
される電子線を使用できる。
　紫外線の照射出力は、積算光量が１００～１００００ｍＪ／ｃｍ2となるようにするこ
とが好ましく、５００～５０００ｍＪ／ｃｍ2となるようにすることがより好ましい。
【実施例】
【００９０】
　以下に実施例と比較例を挙げて本発明の特徴をさらに具体的に説明する。以下の実施例
に示す材料、使用量、割合、処理内容、処理手順等は、本発明の趣旨を逸脱しない限り適
宜変更することができる。したがって、本発明の範囲は以下に示す具体例により限定的に
解釈されるべきではない。
【００９１】
［実施例１］
＜第１の粘着剤層の形成＞
　アクリル共重合体Ａ１を、酢酸エチル中での溶液重合により作製した。２－メトキシエ
チルアクリレートモノマー（ＭＥＡ）、２－ヒドロキシエチルアクリレートモノマー（２
ＨＥＡ）、メチルメタクリレート（ＭＭＡ）、ジメチルアクリルアミド（ＤＭＡＡ）及び
ブチルアクリレート（ＢＡ）を質量比で７０：１０：１０：５：５となるように配合し、
ラジカル重合開始剤としてＡＩＢＮ（アゾビスイソブチロニトリル）を溶液へ溶解した。
溶液を６０℃に加熱してランダム共重合させ、アクリル共重合体Ａ１を得た。このアクリ
ル共重合体Ａ１の３５質量％溶液の２３℃における溶液粘度は２０００ｍＰａ・ｓであっ
た。
【００９２】
　アクリル共重合体Ａ１　１００質量部に対して、架橋剤としてキシリレンジイソシアネ
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ート化合物（三井化学（株）製、タケネートＤ－１１０Ｎ）を１．０質量部、多官能単量
体として、ビスフェノールＡ　エチレンオキサイド変性ジアクリレート（東亞合成（株）
社製、アロニックス　Ｍ２１１Ｂ）を１２質量部、単官能単量体として、イソボルニルア
クリレート（大阪有機（株）社製、ＩＢＸＡ）を１２質量部、重合開始剤として１－ヒド
ロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン（ＢＡＳＦジャパン（株）製、ＩＲＧＡＣＵ
ＲＥ１８４）を０．５質量部添加し、固形分濃度が３５質量％となるように溶剤として酢
酸エチルを添加して第１の粘着剤組成物Ａ１を得た。
【００９３】
　上記第１の粘着剤組成物Ａ１を、第１の剥離シート（軽セパレータフィルム、帝人デュ
ポンフィルム（株）製、離型処理されたポリエチレンテレフタレートフィルム）上へ塗工
した。塗工は、ヨシミツ精機株式会社製、ドクターブレードＹＤ型を用いて、乾燥後の厚
みが２５μｍとなるように行った。その後、熱風乾燥機にて１００℃で３分間乾燥させて
溶剤を除去し、半硬化状態の第１の粘着剤層を形成した。
【００９４】
＜第２の粘着剤層の形成＞
　アクリル共重合体Ｂ１を、酢酸エチル中での溶液重合により作製した。２－メトキシエ
チルアクリレートモノマー（ＭＥＡ）、２－ヒドロキシエチルアクリレートモノマー（２
ＨＥＡ）及びブチルアクリレート（ＢＡ）を質量比で３０：２：６８となるように配合し
、ラジカル重合開始剤としてＡＩＢＮ（アゾビスイソブチロニトリル）を溶液へ溶解した
。溶液を６０℃に加熱してランダム共重合させ、アクリル共重合体Ｂ１を得た。このアク
リル共重合体Ｂ１の２５質量％溶液の２３℃における溶液粘度は７０００ｍＰａ・ｓであ
った。
【００９５】
　アクリル共重合体Ｂ１　１００質量部に対して、架橋剤としてキシリレンジイソシアネ
ート化合物（三井化学（株）製、タケネートＤ－１１０Ｎ）を０．８質量部添加し、固形
分濃度が２４質量％となるように溶剤として酢酸エチルを添加して第２の粘着剤組成物Ｂ
１を得た。
【００９６】
　上記第２の粘着剤組成物Ｂ１を、第１の剥離シートより剥離性の低い離型処理が施され
た第２の剥離シート（重セパレータフィルム、帝人デュポンフィルム（株）製）上へ塗工
した。塗工は、ヨシミツ精機株式会社製、ドクターブレードＹＤ型を用いて、乾燥後の厚
みが１５０μｍとなるように行った。その後、熱風乾燥機にて１００℃で３分間乾燥させ
て溶剤を除去し、第２の粘着剤層を形成した。
【００９７】
＜粘着シートの形成＞
　第１の剥離シートを備えた第１の粘着剤と、第２の剥離シートを備えた第２の粘着剤層
を、粘着剤層同士が接するようにハンドローラーを用いて貼合した。このようにして、第
１の粘着剤層と第２の粘着剤層が直接積層してなる粘着シートを得た。
【００９８】
［実施例２］
　実施例１のアクリル共重合体Ａ１の合成において、２－メトキシエチルアクリレートモ
ノマー（ＭＥＡ）、２－ヒドロキシエチルアクリレートモノマー（２ＨＥＡ）、メチルメ
タクリレート（ＭＭＡ）、ジメチルアクリルアミド（ＤＭＡＡ）及びブチルアクリレート
（ＢＡ）の質量比を５０：１０：１５：１０：１５に変更した以外は、実施例１と同様に
して、第１の粘着剤組成物Ａ２を得た。第１の粘着剤層を第１の粘着剤組成物Ａ２から形
成した以外は、実施例１と同様にして、実施例２の粘着シートを得た。
【００９９】
［実施例３］
　実施例１のアクリル共重合体Ａ１の合成において、２－メトキシエチルアクリレートモ
ノマー（ＭＥＡ）、２－ヒドロキシエチルアクリレートモノマー（２ＨＥＡ）、メチルメ
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（ＢＡ）の質量比を８０：８：７：２：３に変更した以外は、実施例１と同様にして、第
１の粘着剤組成物Ａ３を得た。第１の粘着剤層を粘着剤組成物Ａ３から形成した以外は、
実施例１と同様にして、実施例３の粘着シートを得た。
【０１００】
［比較例１］
　第２の粘着剤層を積層せず、第１の粘着剤層の厚みを１７５μｍに変更した以外は、実
施例１と同様にして第１の粘着剤層のみからなる粘着シートを得た。
【０１０１】
［比較例２］
　実施例１のアクリル共重合体Ｂ１を第１の粘着剤層に用いて第２の粘着剤層を積層せず
、第１の粘着剤層の厚みを１７５μｍに変更した以外は、実施例１と同様にして第１の粘
着剤層のみからなる粘着シートを得た。
【０１０２】
［比較例３］
　第１の剥離シート（軽セパレータフィルム、帝人デュポンフィルム（株）製、離型処理
されたポリエチレンテレフタレートフィルム）上に塗工する粘着剤組成物を粘着剤組成物
Ｂ１とし第２の剥離シート（重セパレータフィルム、帝人デュポンフィルム（株）製）上
に塗工する粘着剤組成物を粘着剤組成物Ａ１とした以外は、実施例１と同様にして第１の
粘着剤層と第２の粘着剤層が直接積層してなる粘着シートを得た。但し、各粘着剤層の厚
みは表１のとおりとした。
【０１０３】
［測定及び評価］
＜耐アウトガス＞
　まず、粘着シートの軽セパレータフィルムである第１の剥離シートを剥がし、露出した
粘着剤層を厚み１ｍｍのＰＣ板（帝人（株）製のパンライトシートＰＣ－１１５１）に貼
合した。次に重セパレータフィルムである第２の剥離シートを剥がし、露出した粘着剤層
を１００ｍｍ×２００ｍｍの大きさのガラス板の全面に貼着した。ＰＣ板／第１の粘着剤
層／第２の粘着剤層／ガラス板の構成のサンプルをオートクレーブ処理（４０℃、０．５
ＭＰａ、３０ｍｉｎ）し、次いで、ガラス板側より紫外線を積算光量が３０００ｍＪ／ｃ
ｍ2となるように照射し、試験サンプルを得た。試験サンプルを８５℃、相対湿度８５％
の環境下に置き、２時間後および１００時間後の気泡、浮き・剥がれを観察した。
○：２時間後、および１００時間後でも気泡、浮き・剥がれがない
△：２時間後に気泡または浮き・剥がれが観察されるが１００時間後には気泡、浮き・剥
がれがない
×：２時間後にも１００時間後にも気泡、浮き・剥がれがある。
【０１０４】
＜耐カール＞
　耐アウトガス評価用と同様にしてＰＣ板／第１の粘着剤層／第２の粘着剤層／ガラス板
の構成の１００ｍｍ×２００ｍｍの大きさの試験サンプルを作製した。試験サンプルを１
０５℃、ｄｒｙ環境下に１時間置いた後、２３℃、相対湿度５０％の環境に置いた。２３
℃、相対湿度５０％の環境に置いてから５分経過後に試験サンプルの各辺の浮いた高さを
測定して４辺の高さの平均値を求めて下記基準で評価した。
○：４辺の平均の高さが２ｍｍ以下
×：４辺の平均の高さが２ｍｍより大きい
【０１０５】
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【表１】

【０１０６】
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　上記表１より、実施例の粘着シートは、耐アウトガス性に優れることがわかった。また
、実施例の粘着シートは優れた耐カール性も有していた。一方、比較例の粘着シートにお
いては、耐アウトガス性が十分ではなく、比較例１においては、耐カール性も劣っていた
。
【符号の説明】
【０１０７】
　１          粘着シート
　１０        第１の粘着剤層
　２０        第２の粘着剤層
　５０ａ      樹脂板
　５０ｂ      ガラス板
　１００      積層体

【図１】

【図２】
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